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こ
れ
か
ら
の
情
報
通
信
と
Ｎ
丁
下
の
在
り
方

変
革
と
発
展
を
め
ざ
し
て

平
成
八
年
二
月
二
九
日
の
閣
議
決
定
に
よ
れ
　
　
た
地
球
規
模

の
大
競
争
時
代
に
、
先
進
国
に
対

ば
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
　
　
抗
し
て
い
く
た
め
、
世
界
最
先
端
の
情
報
通
信

措
置
す

べ
き
重
要
課
題
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
　

の
実
現
を
目
指
し
て
全
力
を
投
入
し
、
お
役
に

七
年
度
内
に
結
論
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
　
　
立
ち
た
い
の
で
す
。

と
し
、
次
期
通
常
国
会

に
向
け
て
結
論
を
得
る
　
　
一
一　
五肌
争
促
進
に
よ
る
市
場
の
活
性
化

こ
と
が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
　
　
　
お
客
様
が
真
に
望
ん
で

い
る
の
は

「
低
廉
な

と
い
う
こ
と
で
、
政
府
は
、
結
論
を
先
送
り
し
　
　
料
金
と
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
の
自
由
の
選
択
」
で

た
形
に
な

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
の
は
、　
コ
肌
争
促
進

そ
こ
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

へ
の
理
解
を
更
に
深
め
、
　

　

に
よ
る
市
場

の
活
性
化
」
で
あ
り
ま
す
。

ご
協
力
願
う
意
味
も
込
め
て
、
再
度
、

「
Ｎ
Ｔ
　
　
　
そ
の
た
め
に
は
、

「
事
業
区
分
に
と
ら
わ
れ

Ｔ
の
在
り
方
」
に

つ
い
て
解
説
し
て
み
た
い
と
　
　
な
い
全
分
野
の
競
争
」
と

「
地
域
通
信
市
場

の

思
い
ま
す
。

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
資
料
に
よ
る
）
　

　

　

五肌
争
促
進
」
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

一　

情
報
通
信
の
現
状
と
展
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ」
れ
は

「
規
制
緩
和
」
と

「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
爆
発
的
な
利
用
拡
大
に
　
　
の
オ
ー
プ

ン
化
」
に
よ
り
実
現
で
き
る
と
考
え

見
ら
れ
る
よ
う
に
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
と
通
信
の
　
　
て
い
ま
す
。

急
速
な
技
術
革
新
や
新
た
な
情
報
通
信

ニ
ー
ズ
　
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
分
離

・
分
割
は
、　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

の
出
現
は
、
世
界
の
情
報
通
信
市
場
に
大
き
な
　
　
ア
時
代
に
相
応
し
い
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
者
間
の

変
革
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
自
由
な
競
争
促
進
を
阻
害
し
ま
す
。

従
来

の
固
定
電
話
は
中
長
期
的

に
見
る
と
、
　

　

三
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
分
離

・
分
割
に
伴
う
問
題
点

移
動
体
電
話
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
電
話
等

の
普
及
、

コ
　
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
分
離

・
分
割
は
、
料
金

・
サ
ー
ビ

ン
ピ

ュ
ー
タ
通
信
の
発
達
等
に
よ

っ
て
漸
減
し
　
　
ス
の
両
面
に
お
い
て
、
お
客
様

に
不
都
合

・
不

て
い
く

一
方
、
光

フ
ァ
イ
バ
の
発
達
等
に
よ
る
　
　
利
益
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
経
営
リ
ツ
ー
ス

情
報
伝
達

コ
ス
ト
の
大
幅
な
低
減
は
、
情
報
通

　

　

（人

・
技
術

・
金
）
の
分
散
に
よ
り
研
究
開
発

信
の
分
野
に
お
け
る
国
際
／
国
内
、
長
距
離
／
　
　
力
や
国
際
競
争
力
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

地
域
、
通
信
／
放
送
／

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
と
い

つ
　
　
る
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
り
問
題
が
生
じ
ま
す
ｃ

た
市
場
区
分
を
越
え
た

「
融
合
」
に
よ
り
、　
マ
　
　
　
ま
た
、
株
主
の
権
利
保
護
等
の
観
点
か
ら
も

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
が
発
展
し
て
い
く
も
の
と
考
え
　
　
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
経
営
施
策

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
こ
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ァ
に
向
け
　
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
二

一
世
紀
初
頭
に
は

マ
ル
チ
メ

）

デ
ィ
ア
事
業
を
地
球
規
模
で
展
開
し
、
世
界
最

先
端
の
サ
ー
ビ

ス
を
、
主
要
先
進
国
の
中
で
最

も
低
廉
な
料
金
で
提
供
す
る
こ
と
を
日
指
し
ま

す
。こ

の
こ
と
に
よ
り
、
日
本

の
情
報
通
信
産
業

の
活
性
化
を
促
し
、
国
益
に
貢
献
す
る
こ
と
を

企
業
目
標
と
し
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
次

の
経
営
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

Ｈ
先
進
国
で
最
も
安

い
最
先
端
の
サ
ー
ビ
ス
を

実
現

。
本
年
度
中
に
低
廉
な
近
距
離
専
用
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
し
、
二
千
年
ま
で

に
最
遠
距
離
通

話
料
金
三
分
百
円
を
実
現
す
る
他
、
世

の
中

の
理
解
を
前
提
に
施
設
設
置
負
担
金
を
見
直

し
て
、
情
報
通
信
料
金

の
内
外
価
格
差
を
解

消
す
る
。

・
故
障
発
生
率
等
で
世
界
最
高
水
準

に
あ
る

保
全
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
維
持
と
、
全
サ
ー

ビ
ス
部
門
で
の
サ
ー
ビ

ス
改
善
を
着
実

に
実

施
す
る
。

・
Ｏ
Ｃ
Ｎ

（オ
ー
プ

ン

・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
発

信
者
番
号
表
示
サ
ー
ビ
ス
や
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
割
引

サ
ー
ビ
ス
等
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化

・

多
様
化
の
推
進
を
図
る
。

。
二
千

一
０
年
ま
で

に
全
国
の
光

ア
ク
セ
ス

網
の
構
築
を
完
了
す
る
。

一　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
事
業

の
世
界
で
の
展
開

。
１

三
系
企
業
の
海
外
に
お
け
る
Ｌ
Ａ
Ｎ
構

一美
、
こ
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
等
に
お
け
る
イ

ン
フ
ラ
構
築
、
■
Ｐ
Ｈ
Ｓ
事
業
の
各
国
で
の

普
及
活
動
、
こ
北
米
、
西
欧
の
事
業
者
と
の
提

携

。
買
収
に
よ
る
通
信
事
業

の
展
開
、
●
新

興
経
済
国
で

の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
通
信
事
業
の

展
開
等
、
国
際
事
業
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。

）
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）

。
１
既
存
銅
ケ
ー
ブ

ル
並
み
の
コ
ス
ト
の
低

廉

な
光

ア
ク
セ
ス
網

シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
●

新
た
な
情
報
流
通
基
盤
と
な
る
高
速
基
幹
網

⌒ギ
ガ
ビ

ッ
ト
ク
ラ
ス
）
の
開
発
、
●
）電
子

現
金
、
秘
書
代
行
、
テ
レ
ビ
オ
ン
デ

マ
ン
ド

（受
信
側
で
端
末
を
操
作
し
て
、
好
き
な
テ

レ
ビ
画
面
を
見
る
こ
と
が
可
能
）
、
電
子
新

問
等
を
可
能
と
す
る
ミ
ド
ル
ウ

ェ
ア
や
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
、
Ｃ
全
世
界
に
お
け
る

電
子
通
商
を
可
能
と
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｏ
Ｃ

Ｎ
サ
ー
ビ
ス
等
世
界
最
先
端
の
サ
ー
ビ

ス

・

商
品
を
開
発
す
る
。

国
市
場

の
活
性
化
に
向
け
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
経
営
資

源
の
活
用

。
●

ユ
ー
ザ
収
支
と
接
続
収
支

の
会
計
分
離

の
実
施
、
●
合
理
的
相
互
接
続
料
金
の
導
入
、

Ｃ
相
互
接
続
料
金
の
多
様
化
、
低
廉
化
の
推

進
、
●
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
電
話
事
業
者
等

に
対
す
る

長
距
離
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
●
事
業
者
向
け

大

口
割
引
料
金
の
導
入
に
よ
り
、
ネ

ッ
ト
ヮ

ー
ク
の
オ
ー
プ

ン
化
の
更
な
る
推
進
を
図
る
。

・
●
研
究
開
発
成
果
の
開
示
、
●

ソ
フ
ト
技

術
者
育
成
の
た
め
の
人
材
育
成
機
関
の
設
立
、

●
工
事
、
保
守
業
務
等

の
分
社
化
等
を
通
じ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
研
究
開
発
力
、
ソ
フ
ト
カ
等
を
活

用
し
て
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等
地
域
産
業
振
興
策
に

協
力
す
る
。

四
徹
底
し
た

ス
リ
ム
化

・
分
社
化
等

に
よ
る
経

営
の
効
率
化

ｏ
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
開
発
関
連
業
務
、
設
備
設

計

。
保
守
業
務
、
通
信
機
器
販
売
業
務
等
を

切
り
出
し
、
グ

ル
ー
プ
経
営
を

一
層
推
進
す

′

一

。・
引
き
続
き
分
社
化
、
合
理
化
を
推
進
し
て
、

二
千
年
に
は

一
五
万
人
体
制
を
実
現
し
、
Ｎ

情 報 通 信 市 場 の 変 革

デ ィ ジ タ ル 化 を 中 心 と し た 急 速 な 技 術 革 新 や お 客 様 ニ ー ズ の 高 度 化 に よ り 、 情 報 通 信

サ ー ビス は 従 来 の 国 境 、 距 離 、 時 間 の 概 念 を克 服 し、 国 際 化 す る と と も に、 放 送 ・ 通

信 ‐コ ン ピュ =夕 等 が 融 合 す る マ ル チ メデ ィア に変 化 しつ つ あ ります

徹 底 的 な 合 理 化 ・ グ ル ー プ事 業 化 の 推 進

Ｔ
Ｔ
本
体
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
。

コ
ン
ピ

ユ
ー

タ

ケ
ー
ム
ソ
フ
ト

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
者

徹 底 した 合 理 化 ‐グ ル ー 1プ事 業 化 α)推進 に よ り2000年 Jこ で に 15万人 体 制 を 目ま旨ヒ/ま ,タ

◎今後の取 り組み0こ れ まで の 取 り組 み

業 務 集 約 ‐拠 点 統 合 等 の 推 進

ま

・・

● 設 備 管 理  保 守 業 務 の 抜 本 的

見 直 し

〇 番 号 案 内 業 務 の 抜 本 的 見 直 し

● ソ フ トウ エ ア 開 発 関 連 業 務 の

事 業 イヒ

● 通 信 機 器 の 販 売  工 事 ・ 保 守

業 務 の 抜 本 的 見 直 し

〇 電 話  電 報  専 用 線 等 の 受 付

拠 点 の 一 層 の 統 廃 合 の 推 進

〇 本 社 ‐支 社 等 の 間 接 部 門 の ス

リム 化

〇 :人 員 効 率 化 ● :事 業 イし

● :人員 効 率 イし及 び 事 業 イし
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り
で
す
。

な
お
、
九

日
夜

に
は
参
加
者
で
懇
親
会
を
開

き
、
愛
好
者

の
多

い
囲
碁
を
通
じ

て
旧
交
を
暖

め
ま
し
た
。

躍
瑚
葬
艶
経
趾
多
聯
ピ

七
月

一
七
日
、
須
崎
地
区
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

。
Ｏ
Ｂ

有
志
五
七
名
に
よ
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー

プ
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

グ

ル
ー
プ
結
成
当
日
は
、
会
場

の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
須

一埼
営
業
所
に
、
会
員
中
二
五
名
が
集
ま
り
、
テ

ル
ウ

ェ
ル
高
知
営
業
所
長
、
近
沢
高
知
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
会
長
、
西
森
中
土
佐
町
長
等

の
祝
辞
を
受
け
て
、
今
後
の
活
動
を
誓

い
合

い

ま
し
た
ｃ

互
い
に
集

い
、
楽
し
み
、
学
び
な
が
ら
充
実

し
た
人
生
を
歩
む
た
め
、
小
さ
な
活
動
か
ら
始

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
会
長
に
は
、
隅
田
俊
佑
氏

（葉
山
村

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
）
、
副

会
員
に
は
、
市
川
秀
幸
氏
と
広
見
茂
氏
、
事
務

局
長
に
は
、
高
橋
正
臣
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

）

徳
島
で
囲
碁
サ
ー
ク
ル
四
国
大
会

九
月
九
日
、　
一
〇
日
の
両
日
、
テ
ル
ウ

ェ
ル

で
は
、
囲
碁
サ
ー
ク
ル
四
国
大
会
を
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

プ

ラ
ザ
徳
島
で
開
催
し
ま
し
た
。

団
体
戦
は
、
出
場
六
チ
ー
ム

（
一
チ
ー
ム
五

名
編
成
で
有
段
者
三
名
、
級
位
者
二
名
）
総
当

た
り
戦
を
行
い
、
五
勝
○
敗
の
香
川
チ
ー
ム
が
、

昨
年
に
続
い
て
優
勝
し
、
四
勝

一
敗
の
愛
媛
Ａ

チ
ー
ム
が
準
優
勝
、
三
勝
二
敗
の
愛
媛
Ｂ
チ
ー

ム
が
三
位
と
な
り
ま
し
た
。

個
人
戦
で
は
、
三
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
い
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通一　

）

一 個

〈
戦
の
成
績

無
差
別
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
　
田
岡

準
優
勝
　
　
丸
岡

〓
一　
位
　
　
塩
崎

有
段
者
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
　
滝
沢

準
優
勝
　
　
中
矢

〓
一　
位
　
　
橋
本

有
級
者
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
　
山
口

準
優
勝
　
　
安
倍

〓
一　
位
　
　
菅

治
雄

（徳
島
Ａ
）

幸
春

（香
川
）

国
夫

（香
川
）

竜
紀

（高
知
）

彰
弘

（愛
媛
Ｂ
）

正
剛

（香
川
）

常
夫

（愛
媛
Ａ
）

日
昭

（香
川
）

正
義

（愛
媛
Ｂ
）
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も

四
国
で
は

一
一
番
目
、
高
知
県
で
は
、
高
知

市
、
安
芸
市
に

つ
い
で
二
番
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ

ル
ー
プ
の
誕
生
で
す
。

巳
緻
。。邦琢
鞣
躍
猾
竹
□

昨
年
、

「
新
人
Ｏ
Ｂ
紹
介
―
私
達
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を

卒
業
し
ま
し
た
―
先
輩
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し

く
―
」
を
発
行
し
た
と

こ
ろ
好
評
で
し
た
の
で
、

今
年
も
、
そ
の
新
版
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社
総
務
部
の
監
修
で
、
テ
ル

ウ

ェ
ル
四
国
支
部
企
画
部
が
編
集
発
行
し
、
電

信
電
話
記
念
日
前
後
に
配
付
す
る
計
画
を
立
て

て
お
り
ま
す
。

過
去

一
年
間
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
管
内
で
退
職
し

た
方
を
掲
載
し
、
趣
味
、
特
技
等
、
自
己
Ｐ
Ｒ

の
欄
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

・
Ｏ
Ｂ

の
各
種
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
る
資
料
に
も
な
り
ま
す
。

目目―し、隆
岬曜
岡動焔熱雛レ討いに‐‐□

九
月

一
一
日

（木
）
、
松
山
市

の
愛
媛
県
生

活
文
化

セ
ン
タ
ー
に
、
若
松
進

一
先
生
を
お
迎

え
し
て
、
Ｏ
Ｂ
い
よ
大
学
の
第
四
講
を
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は

一
一
三
名
が
出
席
し
て
熱
心
に
聴
講

し
、
講
師
の
体
験
談
に
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。先

生
は
、
二

一
世
紀
え
ひ
め

ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
代
表

。
双
海
町
地
域
振
興
課

長
で
、
青
少
年
を
無
人
島
で
生
活
さ
せ
た
り
、

「
し
ず
む
夕
日
が
立
ち
ど
ま
る
町
」
と
し
て
双

海
町
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
Ｊ
Ｒ
の
反
対
を
押
し
て

鉄
道
沿
線
を
菜
の
花
で

い
っ
ぱ

い
に
し
た
り
、

と
に
か
く

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
し
て
こ
ら
れ
た

方
で
、
そ
う
し
た
体
験
を
も
と
に
、
今
後

の
人

生
を
前
向
き
に
生
き
て
行
く
よ
う
に
説
か
れ
、

そ
の
た
め
に
は
、
金

（お
か
ね
）
、
健
康
、
人

間
関
係
、
知
恵
、
感
動
の
五

つ
を
貯
蓄
す
る
こ

と
が
大
切
で
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
よ
う

勧
め
ら
れ
た
。

聴
講
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で
は
、
楽
し

い
話
術
を
称
賛
し
、
い
き
甲
斐
を
も

っ
て
頑
張

る
決
意
を
述

べ
ら
れ
た
方
が
多
か

っ
た
第
四
講

ぃて
し
た
。

ｉ
”
のヵ、一岬囃」菱
籠
腎

サ
ロ
ン

「
か

つ
や
ま
」
で
は
、
毎
月
、
テ
ル

ウ
ェ
ル
デ
ー
を
設
け
て
、
ミ
ニ
講
話
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

九
月
四
日

（水
）
は
、
金
子
皐
月
先
生
に
醤

油
餅
の
美
味
し
い
造
り
方
を
習
い
ま
し
た
。

二
〇
名

（内
男
子
四
名
）
の
出
席
者
が
、
実

際
に
造

っ
て
賞
味
し
ま
し
た
。

造
り
方
は
、
ま
ず
材
料
と
し
て
…
…
…

Ｃ
米
の
粉
　
コ
ッ
プ

一
杯
分

（も
ち
米
は
不
可
）

②
砂
糖
　
　
コ
ッ
プ
八
分
目

③
醤
油
　
　
コ
ッ
プ
十
分
の

一

④
水
　
　
　
コ
ッ
プ
十
分
の
九
…
…
…
を
用
意

し
、
②
と
③
と
④
を
鍋
に
入
れ
て
加
熱
し
な
が

ら
混
ぜ
、
沸
騰
し
た
ら
①
を
加
え
て
加
熱
し
な

が
ら
練
り
ま
す
。

固
ま
れ
ば
冷
や
し
て
、
小
判
形
や
鰻
頭
形
に

形
を
整
え
ま
す

（普
通
の
コ
ッ
プ
な
ら

一
〇
個

ぐ
ら
い
出
来
る
）。

次
に
蒸
し
器
に
入
れ
て
約

一
五
分
蒸
し
ま
す
。

後
は
冷
や
し
て
、
や
や
固
く
な
っ
た
と
こ
ろ
、て

し出
来
上
が
り
で
す
。

試
し
に
造

っ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。

目
∝誠
ゴ
メ
滞
袢
駕
智
□

一
〇
月

一
〇
日
か
ら

一
一
日
に
か
け
て
、　
一

泊
で

「
マ
リ
ン
ト
ー
ク
瀬
戸
内
」

へ
、
北
哲
朗

Ｏ
Ｂ
の
ョ
ッ
ト

（汀
三
世
号
）
で
ク
ル
ー
ジ

ン

グ
し
ま
す
。

連
れ
合

い
に
先
立
た
れ
た
Ｏ
Ｂ
男
女
の
交
流

を
は
か
る
た
め
、
兼
ね
て
か
ら
テ
ル
ウ

ェ
ル
主

催
で
、

「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
、
要
望
を
受
け
て
ヨ
ッ
ト

ク
ル
ー
ジ

ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。約

一
〇
名
の
Ｏ
Ｂ
で
、
江
田
島

の
旧
海
軍
兵

学
校

・
ふ
る
さ
と
交
流
館
等
を
巡
り
、
親
交
を

深
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

余
技
作
品
展
の
開
催

今
秋
も
次

の
通
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
の
余
技
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。

ふ
る

っ
て
ご
出
展
下
さ
い
。

○
愛
媛

　

一
〇
月

一
日
～

一
二
日

。
会
場
　
テ
ル
ウ

ェ
ル
愛
松
園

○
香
川

　

一
一
月

一
一
日
～

一
七
日

・
会
場
　
一局
松
市
美
術
館

○
徳
島

　

一
〇
月
二
二
日
～
二
四
日

。
会
場
　
駅
前
四
電
プ
ラ
ザ

（茶
道
サ
ー
ク
ル
の
接
待
有
り
）

○
高
知

　

一
一
月

一
日
～
三
日

・
会
場
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
高
知

ご
来
場

。
ご
鑑
賞
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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心

の
傷

跡

一
　

被
弾

昭
和

二
〇
年

四
月

二
六

日
午
前

九
時

二
〇
分

。

Ｂ
２

９

の
投

下

し

た
爆
弾

が
、
電
話
交
換

室

の

天
丼

で
炸

裂

し

、
作
業
中

の
Ｔ
女

は
、

そ

の
瞬

間

に
意
識

を
失

っ
た
。

白

硝

煙

が
立

ち

こ
め

る
交
換
室

は
、

コ
ン
ク

リ

ー
ト

の
瓦
礫

の
山

と

な
り
、

そ

こ

こ
こ
か

ら

う
め

き
声

が
洩

れ

、
地
獄

さ
な
が

ら

の
様
相

を

呈

し

て

い
た
。

知

ら

せ
で
駆

け

つ
け
た
母

は
、
わ
が
娘

の
変

わ

り
果

て
た
姿

を

目

の
当

た
り

に
し

て
、

た
だ

呆
然

と
件

ん
で

い
た
。
全
身

に
細

か

い
鉄
片

が

突

き
刺

さ
り
、
着
衣

は
ボ

ロ
ボ

ロ
で

、
鮮
血

に

染
ま

っ
て
い
た
。
特

に
頭
部

と
脚
部

の
傷

は
深

く

、
左

鎖

骨

が
折

れ

て

い
た
。

回
復

の
見

込

み
が
な

い
と
判

断

し

た
医

師

は
、

即
座

に
連

れ
帰

る

よ
う
指

示
し

た
が
、

「
生

き

て

い
る

の
な
ら
、

せ
め

て
注
射

の

一
本

で
も
」

と
哀

願
す

る
母

に
、
申

し
訳

の
よ
う

に
注
射

を

し

て
く

れ
た
。

戸

板

に
乗

せ

て
連

れ
帰

っ
た
も

の

の
、
親

と

し

て
は
諦

め

ら
れ

な

い
。
心
当

た

り

の
医
師

を

尋

ね

て
み
た
。
が

「
界

は
回
復

し

て
も

、
頭

の
方

は
保
障

ぃて
き

な

い
」
と
診
断

さ
れ

た
。

一
文

の
勘
定

も
で

き

な
く

な

っ
た
娘

の
姿

が

、

母

の
脳
裏

に

一
瞬

浮
か

ん
だ

。

一
一　

父
母

の
看
護

戸

板
で
病
院

へ
通

う
毎

日
が
始

ま

っ
た
。
治

療

と

い

っ
て
も

、
刺

さ

っ
た
鉄

片

や

コ
ン
ク
リ

ー

ト

の
破
片

を

、

ピ

ン
セ

ッ
ト
で

取

り
除

く
だ

け
。
何

よ
り
も
体

力

の
回
復

が
先

決

と

、
滋
養

）

に
な
る
鮮
魚

や
野
菜
を
手

に
入
れ
る
た
め
、
そ

っ
と
箪
笥
か
ら
衣
類
が
持
ち
出
さ
れ

て
い

っ
た
。

手
作
り

の
料
理
を

口
に
押
し
込
む
と
、
無
意

識
な
が
ら
咀
疇
、
哄
下
が
繰
り
返
さ
れ
、
看
取

る
母
を
救

っ
て
く
れ
た
。
三

ヵ
月
が
過
ぎ
、
炎

暑

の
頃

に
な

っ
て
、
や

っ
と
意
識
が
戻

っ
た
。

「
時

々
ぼ
ん
や
り
と
意
識
が
戻
り
か
け
る
と
、

遠
く
で
お
祈
り
の
声
が
耳

に
入
り
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
そ
の
声
が
母
で
あ
る
と
分
か
り
か
け
た

途
端

に
、
意
識
が
覚
め
ま
し
た
」
と
Ｔ
女
は
述

懐
す
る
。

医
師

に
す
す
め
ら
れ
、
意
識

２
戻

っ
た
外
を

父
が
抱
き
起

こ
そ
う
と
し
た
途
端
、
下
半
身

に

激
痛
が
走

っ
た
。
血
が
足

に
循
環
す
る
証
で
あ

る
が
、
痛
く

て
た
ま
ら
な

い
。
横

に
し

て
も
ら

う
と
痛
み
は
和
ら
ぐ

の
だ

っ
た
。

そ
れ
か
ら
毎

日
、
外
を
起

こ
し
て
も
ら
う

こ

と
を
繰
り
返
す
う
ち

に
、
痛
み
は
薄
皮
を
剥
ぐ

よ
う
に
と
れ

て
い

っ
た
。

被
弾
し

て
か
ら

一
年
後
、
Ｔ
女
は
職
場

へ
復

帰
す
る
こ
と
が
ぃて
き
た
。

〓
一　
後
遺
症

季
節

の
変
わ
り
目

に
は
今
で
も
体

の
何
処
か

が
疼
く
。
頭
部

に
は
ま
だ
鉄
片
が
残

っ
て
い
る
。

削
ら
れ
た
両
踵
も
と
き

に
は
痛
む
。
治
癒
し
た

と
は
い
え
、
肉

の
盛
り
上
が

っ
て
い
る
踵

てヽ
は
、

靴
で

の
遠
歩
き
が
無
理
。
履
き
慣
れ
て
い
な

い

革
靴
は
踵
が
擦
れ

て
痛
む
。
Ｔ
女
は
馴
染
み
の

靴
屋

に
頼

ん
で
、
そ
の
触
れ
る
部
分

の
革
を
金

槌
で
叩

い
て
柔
ら
か
く
し
て
も
ら

っ
て
い
た
。

筋
肉

の
成
長

に

つ
れ
て
、
鉄
片

の
動
き
で
時

折
五
体
が
痛
む

こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
と
き

に

は
掛
か
り
付

け
の
医
師

に
頼

ん
で
、
鉄
片
を
摘

出
し

て
も
ら

っ
た
。

Ｔ
女
は
、
あ

の
忌
ま
わ
し

い
悪
夢

の
よ
み
が

え
り
を
極
度

に
恐
れ
、
古
傷

に
触
る

こ
と
を
避

け
、
友
人
や
知
人
に
も
自
分

の
生

々
し

い
体
験

を

一
切

口
に
し

な
か

っ
た
。

夏

が
来

て
、
友

人
等

が
海
水

浴

へ
誘

っ
て
く

れ

て
も

、

「
海

よ
り
山

が
好

き

な

の
よ
」

と

さ

り
げ

な
く
話

題
を
逸

ら
し

、
肌

の
傷

を

さ
ら
す

こ
と
を
避
け
た
。
夏
祭

に
短

パ

ン
で
職
場

の
グ

ル

ー
プ
が
出

演

す

る
踊

り

に
は
、
黒
地

の
靴

下

を

履

い
て
参

加

し

た
。

上

品

ぶ

る
と
陰

口
を

た

た
か

れ

て
も

仕

方

な

か

っ
た
し

、
恋

し
た
相

手

に
も

傷

の

こ
と
を
告

げ
ず

、

そ

っ
と
身

を
引

い
た

。

あ

の
時

に
言

ひ
そ
び

れ

た

る
大

切

の

言
葉

は
今

も
胸

に

の

こ
れ
ど

病
床

生
活

で

ふ
と
目

に
し
た
啄
木

の
詩

の

一

節

だ

が
、

こ
の
半

生

の
間

に
何
度

口
に
し

、

ひ

と

り
涙

し
た

こ
と
だ

ろ
う
。

四
　
写
経

退
職

し

て

一
〇
年

。

Ｔ
女

は
写
経

に
打

ち

込

み
、
被

弾

し

て
散

っ
た

一
〇
名

の
友

や
、
優

し

か

っ
た
亡

父

を
偲
び

な
が

ら

せ

っ
せ
と
筆

を

運

ん
だ

。

そ
し

て
四
千
巻

の
写
経

が
溜
ま

っ
た
。

暇

に
な

っ
た

の
だ
か

ら
、
と
旅

行

に
誘

っ
て

く

れ

る
友

人
も

あ

っ
た

が
、

「
旅

は
余

り
好

き

で

な

い
…
…
」

と
断

っ
て
き

た

。
老

母
を

ひ
と

り

に
し

て
旅
行

を
す

る
気

分

に
な

れ
な
か

っ
た

。

長
寿

（九

一
歳

）
を
全

う
し

て
母

は
逝

っ
た

。

「
あ

ん
た

に
は
済

ま

な
か

っ
た

。

い
ろ

い
ろ

迷
惑

を
掛

け
た
が
、
本

当

に
あ

り
が
と

う
。
何

時

ま
で

も
あ

の
世

か

ら

見
守

っ
て

い
る

よ
」
と

呟

き

な
が
ら

…
…

。

野
辺

の
送

り
を
済

ま

す

と

、

Ｔ
女

は
、

八
十

八

ヵ
所

巡
り

の
バ

ス
ツ
ア
ー
を

申

込

み
、
書

き

溜

め

て

い
た

写
経

を
、
先

々

の
寺

に
奉
納

し

て

回

っ
た
。

来

春

は
、
念

願

の
高

野
山
詣

で

を
楽

し

み

に

し

て

い
る
と

い
う
。

（穴

吹

編
集
委

員
長

記

）

〕
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退職∝
て卵御も輸犠
を数え（訓動姉
ｒ職

の翌年から
「愛媛薬草研究会
」
に入会し、

馨韓罐帥醐獄峰び潮動酬朔畦疇慣鰺珈ピ

割
‐こ究臓
打柿
“質純ぼ麒
‐こ場師、つ鰈鈍げ増螺

し”
け、健っ鮭紅拒姉
一り県討ピ
て四季を問

わ
ず
、
殆
ど
毎
日

一
時
間
か
ら
二
時
間
程
度
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
行
い
、
足
の
衰
え
の
防
止
と

ス
ト
レ
ス
の
解
消

に
努
め
て
い
ま
す
。

◇
　
安
藤
　
　
明

　

　

（牟
礼
町
）

退
職
し
て
早

一
一
年
。
そ
の
後
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
仕
事
を
ば

つ
ぼ

つ
ゃ

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
自
治
会

の
役
員
も
し
、
今
は
花
作

り
菊
作
り
を
し
な
が
ら
、
毎
週

一
回
、

ョ
ー
ガ

教
室
で
七
〇
名
の
仲
間
と
や

っ
て
い
ま
す
。
足

が
楽

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
趣
味
と
し
て
、
今
は

「
良
寛
」
に
つ

い
て
学
ん
で

い
ま
す
。
優
れ
た
書
、
詩
歌

に
魅

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
四
国
遍
路
も
四
回
、
今
は

西
国
三
三
観
音
参
り
を
始
め
ま
し
た
。
ゅ

っ
く

り
の
人
生
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

皆
様

の
ご
健
康
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

◇
　
植
田
　
秀
美

　

　

（高
知
市
）

皆
様
お
元
気
で
す
か
。
私
は
こ
れ
と
い
っ
た

趣
味
も
な
く
、
日
課
は
朝
五
時
前

に
起
き
、
お

布
団
の
上
で

の

一
五
分
間
体
操

に
始
ま
り
、
自

転
車
で
片
道
三
』

の
所
の
お
寺

へ
参
詣
し
ま
す
。

お
寺

へ
行
か
な
い
日
は
久
万
川
の
提
防
を
散
歩

し
て
、
公
園
で
み
ん
な
と
ラ
ジ
オ
体
操
で
汗
を

流
し
ま
す
。

花

の
水
や
り
、
金
魚
の
世
話
等
家
事
は
全
部

時
獅
神
籠
嚇
筆
伊
ｒ
時
機
雌
詢
Ｍ
司
詢
け
お
″
ｏ

一
日

一
日
の
平
穏
無
事
を
心
よ
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

ＮＴ”
を趾嚇しｄ
一生〇年。囃仙姉ぼ事

に蜘赫̈
紅一つ得ま“ぽ確」釉［［古ての『け［ｏ

て
お
り
、
大
勢
の
仲
間
も
出
来

て
楽
し
ん
で

い

ま
す
。
歌
謡
祭
の
舞
台
に
立

っ
た
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
仲
間
と
養
老
院
、
施
設
等
を
訪
間
し
て

慰
間
を
行

い
、
お
年
寄
り
の
皆
様

に
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
で
笑
顔
が
嬉
し
い
人
生
が

は
勧協電部にいお多ン一
をィが移ぃ」打剛罐

◇
　
岡
　
繁

一
郎

　

　

（重
信
町
）

も
押
附
』
「
ィ
げ
出
可
パ
掛

を コ
“
レ
凝
Ⅷ
に
短

で

一
カ
月
余
り
入
院
し
た
ほ
か
は
、
ま
ぁ
ま
ぁ

元
薇
∝
仲

近 っ
ば
ぃ
羮
け
ピ

マ
ン
生
活
か
ら
解
散

さ
れ
、
そ
の
反
動

の
よ
う
に
勝
手
気
ま
ま
に
過

ご
し
て
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
漫
然
と
余
生
を
生
き
て
い
る
だ
け

で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
如
何
に
美
し
く
老

い

る
か
、
し

っ
か
り
己
を
見

つ
め
て
い
き
た
い
と

思

い
ま
す
。

）
今
年
は
重
信
の
歴
史
教
室

に
入
門
。
い
ず
れ

骨
を
埋
め
る
町
だ
か
ら
。

回
諷
蹴
義

ぎ
『
榊
Ⅷ
コ
峠

肝
い

日 目
（赫

制
［
〓

業 一
ヽ

三
測
湘
猟
は
姓
躾
韻
っ
靴
雌

一 歳
¨
戦
許
質
討
ピ

と
の
こ
と
で
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
務
め
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

私
が
卒
業
し
た
小
学
校
の
開
校
百
周
年
の
記

念
行
事
が
来
年
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
運
営
委
員

に
も
な

っ
て
い
る
の
で

「
頑
張
ら
な
く
て
は
」

と
老
骨
に
鞭
打

っ
て
い
る
現
状
で
す
。

平成⇒
年春ノ‐、暖断膳晰年から（聴鶴師に区

倅ぃは一実ど地ュ抑一『峠̈一勒̈崚『］一̈

り、農耕等を行うなど、現役時代を凌ぐ

申刹̈一）一り」̈一̈‐こ年‐すまいけ］疇けい、

て、頭を痛めているこの頃です。

で
痢

力ヽ 日
肇

恥
［

赫

・一
続 富
申
［

跡
』
］
却
脚
「
「
に

況
を
ご
連
絡
し
た
の
は

一
回
の
み
。
も
う

一
四
、

五
年
前

に
な
る
で
し

ょ
う
か
。
今
回
は
、
ま
た

有
］
Ⅷ
』
」
ぼ
曲
鰊
凡
け
。一

四
年
間
、
民
地
折
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衝
を
や
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
、
足

は
丈
夫

に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
車
ば
か
り
で

少
し
足
が
弱

っ
た
か
な
と
感
じ
ま
す
。

三
年
前
か
ら
地
区
の
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

の
会

長
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
少
し
で
も
地
域
の
お
役

に
立
て
れ
ば
と
努
め
て
い
ま
す
。

◇
　
加
治
　
美
夫

　

　

（高
松
市
）

皆
様

の
お
元
気
な
消
息
を
読
む
度
に
、
色
々

な
思
い
出
と
懐
か
し
さ
に
浸
り
、
毎
号
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
昭
和
五
三
年
の
退
職
以
来
、
地

域
労
働
運
動
か
ら
そ
の
延
長
線
上
で
の
労
金
運

動
に
、
相
変
わ
ら
ず
走
り
回

っ
て
い
ま
す
。

・年

。間 家
は
は
い
飾
詢
卜
釧
饉
姉
わ

菜 強．
訪
料

と。約
ら一
さ。○

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
故
か
、
健
診
は
す
べ
て
良

好
、　
一
回
四
〇
〇

ｃｃ
の
献
血
も
続
い
て
い
ま
す
。

元
気
で
ア
ル
コ
ー
ル
を
楽
し
め
る
こ
と
が
最

高
で
す
。◇

　
北
川
　
漱湿
夫
　

　

（安
芸
市
）

私
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
六
年
に
な
り
ま
す
。

現
在
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
安
芸
支
店
の
看
視
員
と
し

て
、
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。
勤
務
の
傍
ら
、

朝
夕
二
―
三
時
間
程
度
、
野
菜
作
り
で
快
い
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。
有
機
肥
料
を
作
り
減
農
薬

で
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
病
気
や
害
虫
に
弱
い

野
菜
も
あ
り
ま
す
が
、
成
果
は
ま
ず
ま
ず
で
す
ｃ

こ
れ
か
ら
は
、
虫
の
音
や
小
鳥
の
美
し
い
鳴

き
声
の
下
で
の
作
業
が
楽
し
み
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◇
　
杉
山
　
幸
男
　

　

（鴨
島
町
）

故
郷
に
落
ち

つ
い
て
五
年
余
り
が
過
ぎ
ま
し

ご

た
。
長
年
郷
里
に
は
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
最
初
は
随
分
退
屈
な
毎
日
で
し
た
が
、

今
で
は
田
舎
の
生
活
を
楽
ｔ
ん
で
い
ま
す
。

帰
郷
後
三
年
間
の
自
適
生
活
の
後
、
知
人
の

紹
介
で
、
今
年
の
二
月
末
ま
で
の
二
年
間
、
某

所
に
勤
め
ま
し
た
。
組
織
の
中
で
の
人
間
関
係

の
難
し
さ
を
再
確
認
し
た
次
第
で
す
。
幸
い
健

康
で
も
あ
り
、
再
度
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思

っ

て
い
ま
す
。

最
近
、
Ｏ
Ｂ
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
仲
間
に
入
れ

て
頂
き
、
月

一
回
の
例
会
参
加
が
楽
し
み
の

一

つ
で
す
。◇

　
塩
田
　
勝
重
　

　

（重
信
町
）

全
て
の
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
て
八
年
。
過
去

は
振
り
返
ら
ず
、
常
に
前
を
見
て
生
活
す
る
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
と
し
て
、
通
信
講
座
で
樹
医
の
資

格
を
取
得
し
、
引
き
続
き
文
部
省
認
定
の
造
園

と
自
動
車
の
二
講
座
を
、
各
々

一
年
間
の
期
間

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
堅
苦
し
い
講
座
の
息

抜
き
に
庭
木
の
手
入
れ
と
家
庭
菜
園
に
凝

っ
て

い
ま
す
。
幸
い
、
当
地
に
は
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

と
県
花
き
指
導
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
の
で
、
勉
強

に
出
か
け
て
お
り
ま
す
。

常
に
何
か
に
挑
戦
し
て
い
な
い
と

一
日
が
長

く
感
じ
ま
す
。

◇
　
紫
田
　
敏
幸
　

　

（高
知
市
）

私
は
六

一
年
に
退
職
し
、
そ
の
後
関
連
会
社

で
六
年
間
お
世
話
に
な
り
、
昨
年
二
月
に
退
職

し
ま
し
た
。

一
病
息
災
で
持
病
の
肝
臓
は
良
く
な
り
ま
し

た
が
、
今
は
糖
尿
病
に
越
境
さ
れ
て
、
毎
月

一

回
、
通
院
治
療
の
状
態
で
す
。

こ
れ
と
い
う
越
味
も
特
技
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

手
の
ひ
ら
程
の
畑
で
野
菜
作
り
、
さ
つ
き
、
草

花
等
を
育
て
な
が
ら
退
屈
を
紛
ら
し
て
お
り
ま

す
。も

う
少
し
体
調
を
よ
く
し
て
、
地
域
の
た
め

に
何
か
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
　
下
田
　
　
勝

　

（土
佐
清
水
市
）

公
社
を
退
職
し
て
早
く
も

一
二
年
に
な
り
ま

す
。
退
職
後
数
年
間
は
、
釣
り
、
植
木
な
ど
と

色
々
と
趣
味
を
も

っ
て
い
ま
し
た
が
、
膝
関
節

炎
を
患
い
悩
ん
で
い
ま
す
。

月
に
数
回
病
院
に
通

っ
て
い
ま
す
が
、
最
近

は
大
分
よ
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
快
方
に
向
か

っ

て
お
り
ま
す
。
何
よ
り
も
健
康
第

一
と

つ
く
づ

く
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

電
話
で
孫
の
声
を
聞
く
の
を
、　
一
番
の
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

◇
　
田
村
　
啓
子
　

　

（高
知
市
）

退
職
し
て

一
八
年
。
当
時
の
花
形
電
話
機
は

ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
に
代
わ
り
、
何
と
そ
の
付
加

機
能
の
多
い
こ
と
に
驚
き
、
半
分
も
活
用
し
て

い
な
い
私
は
、
お
年
で
し
ょ
う
か
。

旅
行
は
少
人
数
で
行
く
海
外
旅
行
で
、
今
年

は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
行
き
ま
し
た
。
南
島

は
人
口
も
少
な
く
信
号
機
も
な
く
、
私
達
の
バ

ス
は
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
き
、
た
ま
に
会
う
対

向
車
は
殆
ど
が
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
、
予
期

せ
ぬ
ス
ト
ッ
プ
は
、
可
愛
い
羊
の
群
れ
の
横
断

で
し
た
。
赤
、
青
な
ど
リ
ボ
ン
を
付
け
た
羊
が

印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
皆
様
お
元
気
で
。

▼
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ヽ

◇
　
谷
脇
　
正
夫

　

　

⌒高
知
市
）

退
職
し
て
か
ら
八
回
目
の

「
よ
さ
こ
い
祭
り
」

を
迎
え
ま
し
た
。
在
職
中
は
四
国
四
県
で
勤
務

さ
せ
て
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
が
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
暫
く
東
電
通
に
勤
め
ま
し
た
が
、
三

月
に
こ
こ
も
辞
め
、
今
は
良
き
友
人

（Ｏ
Ｂ
）

と
の
月
二
回
の
例

（飲
）
会
を

一
番

の
楽
し
み

に
、
朝
夕
の
大

の
散
歩
と
時
々
遊
び
に
来
て
く

れ
る
可
愛

い
孫

の
相
手
を
し
て
い
ま
す
。

折
り
を
見
て
、
鮎
の
友
掛
け
等
暇
な
毎
日
で

す
が
、
気

の
向
く
ま
ま
に

「
若

い
気
持
ち
と
元

気
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
近
石
　
蔦
夫

　

　

（丸
亀
市
）

退
職
後
九
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
六

〇
歳
で
胃
の
手
術

の
た
め
四
〇
日
位
入
院
し
ま

し
た
。
六
五
歳
を
区
切
り
に
管
理
人
は
リ
タ
イ

ヤ
。
現
在
は

一
日
が
パ
タ
ー
ン
化
し
て
、
午
前

中
は
家
事
と
自
家
用
野
菜
作
り
に
汗
し
、
午
後
は

遊
び
時
間
で
自
転
車
で
外
出
。
図
書
館
で
新
聞
等

に
目
を
通
し
て
、
築
城
四
〇
〇
年
を
迎
え
る
丸
亀

城

の
本
丸

ヘ
コ
ー
ス
を
色
々
と
変
え
て
登
城
．

四
季

の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
、
三
六
〇
度

の
眺

望
か
ら
地
域
の
変
容
を
見
て
夕
方
帰
り
ま
す
。

及
ば
ぬ
こ
と
な
が
ら
「
人
生
百
年
の
青
春
」
を

目
標

に
気
儘
な
日
々
を
重
ね
て
い
ま
す
。
皆
様

の
幸
運
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

◇
　
［昌
山
　
量我
春

　

　

（大
西
町
）

第
二
の
職
場
を
定
年
退
職
し
て
五
年
。
今
ま

で
は
田
畑
の
殆
ど
を
人
に
預
け
、　
一
部

の
山
畑
等

の
草
刈
り
程
度
で
し
た
が
、
昨
年
よ
り
親
戚
に

託
し
て
い
た
蜜
柑
山
を
作

っ
て
い
ま
す
。

何
分

一
年
生
、
何
時
ま
で
続
け
ら
れ
る
こ
と

か
。
退
職
後
は
長
い
問
地
元
を
離
れ
、
種
々
お

世
話
に
な

っ
た
お
礼

の
意
味
も
あ
り
、
農
協
理

事
、
農
業
委
員
等
々
、
次
々
と
役
を
さ
せ
て
も

わヽ
っ
デＬ
い
ユま
斗９
。

し
か
し
、
年
齢
や
体
力
の
問
題
も
考
え
、
逐

次
退
陣
し
、
元
気
な
間
に
引
き
続
き
家
内
と
旅

行
や
お
寺
詣
で
な
ど
に
精
を
出
し
、
残
さ
れ
た

人
生
を
楽
し
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
西
山
　
信
子

　

　

（北
条
市
）

早

い
も
の
で
退
職
し
て
早
八
年
。
今
は
若

い

頃
よ
り
習

っ
て
い
た
池
坊
生
花

の
先
生
。
生
徒

さ
ん
は
ご
近
所
の
方
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｏ
Ｂ
さ
ん
達

で
、
毎
週
月
曜
日
が
お
稽
古
日
。
家
の
中
は
笑

い
声
と
花
に
囲
ま
れ
幸
せ
の
日
で
す
。

金
、
土
、
日
は
私
自
身
の
花
、
茶

の
稽
占
で
、

松
山

へ
。
火
、
水
は
主
人
と
の
お
付
き
合

い
。

木
曜
日
は
編
み
物
教
室

へ
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が

ら
手
を
動
か
し
て
い
る
。
人
様

に
差
し
上
げ
た

セ
ー
タ
ー
の
数

もヽ
多

い
。

ま
た
、
暇
を
見

つ
け
て
は
無
農
薬
野
菜
作
り
、

上
手

に
出
来
る
と
ご
近
所
の
方

へ
。
喜
ん
で
頂

い
て
は
満
足
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
平
松
　
孝
男

　

　

（松
山
市
）

昭
和
六
０
年
に
退
職
し
、
第
二
の
職
場
勧
め

を
せ
ず
に
、
旅
行
社

の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
り
、

友
人
に
誘
わ
れ
て
の
四
国
八
八
カ
所
参
り
な
ど
、

定
年
後

の
自
由
を
満
喫
し
な
が
ら
、
長
年
留
守

に
し
た
町
内
の
お
世
話
を
引
き
受
け
、
結
構
忙

し
く
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
、
入
院
五
カ
月
と
ぃ
ぅ
大
病
を
患

い
ま

し
た
が
、
幸

い
現
在
は
、
ほ
ぼ
健
康
と
い
え
る

ま
で

に
回
復
し
ま
し
た
の
で
、
俳
句
会
、
小
旅

行
、
庭

い
じ
り
な
ど
、
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
、

ｔ病
後
の
人
生
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

◇
　
福
家
富
久
男

　

　

（高
松
市
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
後
、
お
世
話
に
な

っ
た
証
券
会

社
を
退
い
て

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

お
蔭
様

に
て
健
康
に
は
恵
ま
れ
、
天
気
の
良

い
日
は
、
毎
朝
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
か
ら
入

会
し
て
い
る
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

と
、　
一
時
間
余
リ
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

一
方
、
水
墨
画
を
書

い
た
り
、
香
川
拓
本
会

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
仲
間
の
人
達
と
採
拓
旅
行

に
出
掛
け
、
趣
味
を
楽
し
ん
で

い
る
昨
今
で
す
。

今
後
と
も
健
康
と
心
の
充
実

に
努
め
て
い
き

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
松
原
喜

一
郎

　

　

（鳴
門
市
）

退
職
後
は
の
ん
び
り
と
暮
ら
し
た
い
と
思

い

つ
つ
、
雑
用
に
追
わ
れ
て
四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

息
子
二
人
も
社
会
人
と
な
り
、
こ
れ
を
機

に

自
分
が
今
ま
で
や
り
た
か

っ
た
事
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
は
当

地
の
町
内
会
や
神
社
、
市
関
係
の
お
世
話
を
し

た
り
、
家
庭
菜
園
、
植
木
や
草
花
の
手
入
れ
、

そ
れ
に
暇
を
み
て
、
妻
と
の
ド
ラ
イ
ブ
や
友
人

と
の
旅
行
、
読
書
等
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

◇
　
盲
本鍋
　
由
也

　

　

（松
山
市
）

公
社
を
退
職
し
て

一
四
年
が
ア
ッ
と
言
う
問

に
過
ぎ
ま
し
た
。

在
職
中
よ
り
高
血
圧
症

の
た
め
、
現
在
も
二

週
間
に

一
回
は
通
院
し
検
診
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
最
近
は
、
毎
朝

一
回
の
薬
を
服
用
す
る
こ

と
で
正
常
血
圧
値
を
保

っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
二
月
末
ま
で
は
、
市
広
報
委
員
、
小

野
地
区
防
犯
指
導
員
、
町
内
役
員
等
を
引
受
け

-9-
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て
お
り
ま
し
た
。
地
域
社
会
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
ば
と
頑
張

っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
宮
武
　
［昌
栄

　

　

（丸
亀
市
）

退
職
し
て

一
八
年
。
お
陰
様
で
健
康
に
恵
ま

れ
、
Ｏ
Ｂ
会
の
仲
間
達
と
楽
し
く
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。

グ

ル
ー
プ
で
丸
亀
城
周
辺
の
清
掃
活
動
を
毎

月
第
二
火
曜
日
に
、
ま
た
、
近
辺
の
公
園
や
史

跡
な
ど

へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
月

一
回
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
職
場
を
離
れ
て
か
ら
、
皆
さ
ん
と
の
近
況

や
健
康
等
に
つ
い
て
の
会
話
が
大
変
参
考
に
な
っ

て
、
今

の
生
活
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
り

ま
す
。
さ
さ
や
か
な
Ｏ
Ｂ
グ

ル
ー
プ
の
活
勲
て

す
が
、
今
後
も
長
く
続
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
森
岡
　
久
利

　

　

（南
国
市
）

退
職
し
て

一
七
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
大

き
な
病
気
も
せ
ず
、
地
域

の
役
割
に
も

つ
い
て
、

元
気
に
過
ご
し
て
来
た
こ
と
を
幸

に
思
い
ま
す
。

日
々
田
畑
の
作
業

に
二
、
〓
一時
間
は
従
事
し
、

汗
を
流
す
よ
う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

趣
味
は
一詰
曲
を
主
と
し
て
、　
一
カ
月
の
内
、
七

回
位
定
例
会
に
出
席
し
て
い
ま
す
。
特
に
週

一
回

の
温
泉
で

の
謡
会
は
、
各
職
場
の
常
連
Ｏ
Ｂ

一
五

名
が
楽
し
む
、
気
晴
ら
し
の
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
多
く
の
人
々
に
接
す
る
こ
と
、
体
を
動

か
す
こ
と
で
、
健
蒙
に
一．ξ

〓
二
〓
ユ
一思
い
ま
す
。

◇
　
安
田
　
　
相血
　

　

（松
山
市
）

退
職
し
て

一
〇
年
。
あ

っ
と

，
う
間
に
過
ぎ

去

っ
た
。
体
の
方
は
軽

い
高
血
圧
位
で
今

ι
・と

こ
ろ
元
気
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
ｃ

目
下
、
小
旅
行
、
ド
ラ
イ
ブ
、
家
庭
菜
園
と

忙
し
く
、
鉢
園
芸
は
段
々
ガ
ラ
ク
タ
が
増
え
て
、

シ

日
常

の
手
入
れ
も
重
荷

に
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

健
康
の
た
め
煙
草
は
三
年
前

に
止
め
、
老
化

防
止
に
朝

の
ラ
ジ
オ
体
操
、
朝
夕
の
柴
犬
と
の

散
歩
、
そ
れ
に
家
内
と
共
に
卓
球
等
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
、
孫

の
成
長
を
楽
し
み
に
、

ま
だ
ま
だ
元
気
で
過
ご
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

◇
　
山
崎
　
四
郎

　

　

（松
山
市
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
か
ら
早

一
〇
年
余
り
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
何
と
か
元
気
に
早
朝
の
ラ
ジ

オ
体
操
会
、
町
内
の
お
世
話
、
写
真
撮
影
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
に
励
ん
てヽ
お
り
ま
す
。

何
事
も
長
続
き
し
な
い
方
で
す
が
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
だ
け
は
別
で
、
健
康
に
も
よ
く
、
下
手

の
横
好
き
で
楽
し
ん
で
お
り
、
先

日
も
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
全
国
大
会
が
越
智
郡
宮
窪
町
で
行
わ

れ
た
際

に
、
審
判
と
し
て
出
場
さ
せ
て
頂
き
、

大
変
喜
ん
で

い
る
次
第
で
す
。

◇
　
士
口
岡
　
　
正
　

　

⌒松
山
市
）

五
七
年
に
退
職
し
て
早

一
四
年
。
そ
の
間
に

大
同
生
命
で
保
険
外
交
を
七
年
。
先
輩
諸
兄
に

助
け
ら
れ
な
が
ら
営
業

の
厳
し
さ
を
再
確
認
す

′つ
。全

て
の
仕
事
を
離
れ
て
五
年
。
今
で
は
自
然

を
友
と
し
、　
一
坪
農
園
の
野
菜
作
り
、
ル
だ

，
、

草
取
り
に
大

の
散
歩
が
目
課
で
あ
る
。

七
二
年
の
人
生
を
生
き
余
命
は
不
要
だ
―‥‥
、

去
る
時
は
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
手

．^
て

い
る
。

健
保
に
は
加
入
し
て
い
る
■
、
建
蒙

Ｉ
≡
三

診
断
と
自
己
管
理
に
努
め
て
、
医
者
〓

一
を

―言

条
と
し
、　
一
度
も
か
か

っ
て
い
な

ｔ‐
〓

◇
　
藤
川
　
道
男
　

　

（板
野
町
）

退
職
後

一
〇
年
。
幸
い
在
職
中
か
ら
の
趣
味

の
盆
栽
の
お
陰
で
退
屈
す
る
こ
と
も
な
く
、
今

日
に
至
り
ま
し
た
。

二
年
前
に
心
筋
梗
塞
を
患
い
、
バ
イ
パ
ス
手

術
で
九
死
に

一
生
を
得
ま
し
た
。

一
病
息
災
。
退
院
後
は
主
治
医
の
指
示
に
従

い
、
妻
と
二
人
で
毎
日
約

一
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
始
め
た
山
野
草
の
収

集
と
単
鉢
や
寄
せ
植
え
等
を
眺
め
て
は
、
自
分

一
人
悦
に
い
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
和
気
　
　
中
心
　

　

（松
山
市
）

小
さ
い
時
か
ら
本
が
好
き
で
、
義
士
銘
々
伝

な
ど
今
で
も
殆
ど
暗
記
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
記
憶
の
原
点
と
し
て
、
例
え
ば
赤
穂
浪
士

四
七
人
の
名
を
思
い
出
し
て
書
い
て
み
る
。

こ
う
し
た
事
は
、
時
間
は
か
か
る
が
よ
い
ボ

ケ
防
止
法
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
往
来
で
出
会
う
車
の
四
桁
の
ナ
ン
バ

ー
か
ら
、
そ
れ
が
三
の
倍
数
か
否
か
、
素
早
く

確
か
め
る

（そ
し
て
検
算
を
す
る
）
の
も
私
の

頭
の
体
操
の

一
つ
で
す
。

（各
数
字
の
合
計
が

三
の
倍
数
な
ら
そ
の
四
桁
の
数
は
三
の
倍
数
）

こ
う
し
た
金
の
か
か
ら
ぬ
ボ
ケ
防
止
法
を
実

行
し
な
が
ら
、
毎
日
元
気
で
、
テ
ル
ウ
ェ
ル
の

業
務
の

一
端
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

◇

次
の
方
の
原
稿
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
次

号
で
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

木
内
邦

一
様
、
三
美
孝
雄
様
、
池
浦
博
美
様

織
田

一
様
、
矢
野
忠
雄
様
、
前
谷
益
清
様

ζ
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し

て
、

定

期

健

康

診

断

や

人

間

ド

ッ
ク

の
拡

充

が

図

ら

れ

て
き

ま

し

た

。

近

年

の
高

齢

化

社

会

に
お

い

て

は

、

疾

病

の
早

期

発

見

、

早

期

治

療

に

よ

り

死

亡

率

の
低

下

を

図

る

の
み

な

ら

ず

、

疾

病

の
予

知

・
予

防

方

策

の
樹

立

と

い
う

目
的

に
お

い

て
も

重

要

な
位

置

を
占

め

て
お

り

ま

す

。

今

回

は
定

期

健

康

診

断

や

人

間

ド

ッ
ク
で

の
検

査

項

目

、

そ

の
中

で

も

特

に
画

像

診

断

に

つ
い

て
お

話

し

し

ま

す

。

当

愛

媛

健

康

管

理

所

に
お

い

て
、　

一
般

に
用

い
ら

れ

る

画

像

診

断

の
項

目

は

、

胸

部

Ｘ
線

撮

影

、

上

部

消

化

管

バ

リ

ウ

ム
造

影

検

査

、

上

腹

部

超

音

波

検

査

（
上

腹

部

エ

コ
ー

）

、

上

腹

部

Ｃ

Ｔ
検

査

で

す

。

一
部

必

要

と

認

め

ら

れ

た

方

に
対

し

て
は

、

大

腸

バ

リ

ウ

ム
造

影

検

査

を

行

っ
て

い
ま

す

。

こ
れ

ら

の

画

像

診

断

の
主

た

る

目
的

は

、

ズ

バ

リ

癌

の
早

期

発

見

に
あ

り

ま

す

。

以

下

各

項

目

の
特

徴

に

つ
い

て
簡

単

に
ご

説

明

し

ま

す

。

一
　

胸

部

Ｘ
線

撮

影

主

に
肺

癌

の
早

期

発

見

が

目
的

で

す

が

、

そ

の
他

に
も

肺

炎

や
結

核

等

の
炎

症

性

疾

患

、
縦

隔

、

骨

、

胸

膜

等

の
腫

瘍

や

心

臓

疾

患

等

の
診

断

に
も

有

用

で

す

。

こ

の
検

査

は
手

技

が

簡

単

な
割

に

は
情

報

量

が

多

く

、

胸

部

疾

患

に
関

す

る

ス
ク

リ

ー

ニ

ン
グ

と

し

て
は

、

最

も

重

要

な

も

の
と

し

て
位

置

づ

け

ら

れ

て

い
ま

す

。

肺

癌

は
男

性

で

は

胃

癌

を

上

回

っ
て
癌

の

死

亡

率

第

一
位

と

な

り

、

現

在

も

増

加

傾

向

を

示

し

て

い
ま

す

。

実

際

の
読

影

に
お

い

て
、

５
～

１０

皿
以

下

の
病

変

は

し

ば

し

ば

指

摘

困

難

な

こ
と

が

あ

り

、

肺

尖

部

、

心

、

横

隔

膜

、

骨

、
縦

隔

陰

影

等

に
重

な

る
位

置

で

は

、

異

常

陰

影

と

し

て

の
認

識

が

難

し

い

こ
と

が

あ

り

ま

す

。

検

査

の
結

果

、

異

常

陰

影

の
存

在

が

疑

わ

れ

た

場

合

は

、

次

に
Ｃ

Ｔ
検

査

を

行

い
、

必

要

が

あ

れ

ば

喀

痰

細

胞

診

や
血

液

検

査

、

気

管

支

鏡

検

査

や

Ｍ

Ｒ

Ｉ
検

査

等

が

行

わ

れ

ま

す

。
陳

旧
性

の
炎

症

が

疑

わ

れ

る
場

合

に

は

、

過

去

に
さ

か

の
ぼ

っ
た

フ
イ

ル

ム
と

の
比

較

が

必

要

で

あ

り

、

将

来

に

わ

た

っ
て
経

過

を

追

う

必

要

が

あ

り

ま

す

。

そ

の
意

味

か

ら

も

出

来

る
だ

け
定

期

的

に
同

じ

医

療

機

関

で

検

査

を

受

け

る

よ

う

に
し

て
下

さ

い
。

一
一　

上

部

消

化

管

バ

リ

ウ

ム
造

影

検

査

こ

の
検

査

の
目
的

は

主

に
胃

癌

の
早

期

発

見

に
あ

り

ま

す

が

、

定

期

検

診

と

人

間

ド

ッ
ク
で

は
少

し

意

味

合

い
が

違

い
ま

す

。

定

期

検

診

で

は
病

変

の
有

無

を

問

う

存

在

診

断

を

最

大

の
目

的

と

し

て

い
る

の

に

対

し

、

人

間

ド

ッ
ク
、て
は

そ

れ

に
加

え

、

あ

る
程

度

の
質

的

診

断

ま

で

を

目

的

に
し

ま

す

。

人

間

ド

ッ
ク

は
胃

、

十

二
指

腸

潰

瘍

等

の
良

性

疾

患

に
対

す

る

ケ

ア
も

重

要

な

役

割

の

一
つ
だ

か

れ

て

す

。

検

査

を

受

け

る
方

は

、

前

日
午

後

九

時

以

降

の

禁

飲

食

で

、

検

査

当

日

の
朝

も

禁

飲

食

と

し

、
薬

も

飲

ま

な

い
で

下

さ

い
。

検

査

直

前

に
胃

腸

の
動

き

を

止

め

る
鎮

痙

剤

（ブ

ス

コ
パ

ン
）
を

注

射

す

る

こ
と

が

あ

り

ま

す

の
で

、

心

臓

疾

患

や
緑

内

障

、

前

立

腺

肥

大

症

等

の
持

病

の
あ

る
方

は

申

し

出

て
下

さ

い
。

妊

娠

し

て

い
る
方

や

そ

の
可

能

性

の
あ

る
方

は
検

査

で

き

ま

せ

ん

。

妊

娠

可

能

年

齢

の
女

性

の
方

は

最

終

月

経

開

始

よ

り

一
〇

日
以

内

に
検

査

を

受

け

て
下

さ

い
。

検

査

は

バ
リ

ウ

ム
と

発

泡

剤

を

飲

ん

で

頂

き

、

透

視

台

の
上

で

検

査

医

の
指

示

に
従

っ
て
体

を

動

か

し

て
頂

き

ま

す

。

こ

の
検

査

は

他

の
検

査

と

違

っ
て

受

診

者

の
協

力

が

必

要

で

す

。

ゆ

っ
く

り

で

い

い
で

しす

か

ら

着

実

な

体

動

を

心

掛

け

て
下

さ

い
。

正

確

な

診

断

を

下

す

に

は

、

診

断

能

の
高

い
写

真

（
い
わ

ゆ

る
美

し

い
写

真

）
を

撮

る

こ
と

が

必

要

な

？

て
す

。

こ

の
検

査

で

異

常

所

見

が

見

つ
か

っ
た

な

ら

ば

、
精

密

検

査

と

し

て
内

視

鏡

検

査

（
胃

カ

メ

ラ

）
を

行

い

ま

す

。

直

接

病

変

を

カ

メ

ラ
で

確

認

し

、

病

変

の

一

部

を

生

検

し

病

理

組

織

検

査

に

て
最

終

的

な

診

断

を

確

定

し

ま

す

。

最

近

は

ス
ク

リ

ー

ニ
ン
グ

と

し

て
、

内

視

鏡

検

査

を

実

施

す

る

こ
と

も

多

く

な

っ
て
き

て

い
ま

す

。

現

在

の
早

期

胃

癌

の

五

年

相

対

生

存

率

は

９７
％

以

上

で

す

。

早

期

胃

癌

は
治

る
病

気

で

す

か

ら

積

極

的

に
検

査

を

受

け

て
下

さ

い
。

〓
一　

上

腹

部

超

音

波

検

査

（
上

腹

部

エ

コ
ー

）

主

に
肝

、

胆

、

膵

、

腎

、

牌

な

ど

腹

腔

内

臓

器

の

形

態

の
異

常

や

腫

瘍

の
検

出

が

目
的

で

す

。

装

置

の

原

理

は

、

探

触

子

か

ら

発

射

さ

れ

腹

腔

内

臓

器

に
反

射

し

て
一戻

っ
て
き

た
超

音

波

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

、

電

気

変

換

し

て
画

像

と

し

て
抽

出

し

た

も

の
で

す

。

超

音

波

検

査

は

リ

ア

ル
タ

イ

ム

の
画

像

が

得

ら

れ

、

受

診

者

の
負

担

や
苦

痛

が

ほ
と

ん

ど

あ

り

ま

せ

ん

。

Ｘ
線

を

使

用

し

な

い
た

め

、

妊

婦

へ
の
使

用

も

問

題

あ

り

ま

せ

ん

。
検

出

能

も

高

く

数

ミ

リ

の
病

変

ま

で

と

ら

え

る

こ
と

が

、て
き

る

た

め

、

癌

の

ス
ク

リ

ー

ニ

ン
グ

と

し

て

の
み

な

ら

ず

、

精

密

検

査

と

し

て
も

威

力

を

発

揮

し

ま

す

。

超

音

波

検

査

の
弱

点

と

し

て
は

、

以

下

の
事

項

が

上

げ

ら

れ

ま

す

。
①
空
気

や
骨

に
弱
く
脳

や
肺

に
は

一

般

的

に
使

用

せ
ず

、
②

一
部

の
疾

患

を

除

い

て
胃

や

腸

に
も

使

用

で

き

ま

せ

ん

。

③

腹

腔

内

臓

器

で

も

肝

臓

の
横

隔

膜

直

下

や
膵

尾

部

等

が

死

角

に
な

り

や
す

い
。
④

皮

下

脂

肪

に
弱

く

肥

満

症

の
方

は

よ

い
画

像

が

得

ら

れ

ず

病

変

を

見

落

と

す

危

険

性

が

あ

る

。

等

々
。

こ
れ

ら

の
弱

点

を

考

え

、
超

音

波

検

査

で

拾

い

上

げ

た

病

変

は

、

Ｃ

Ｔ

画

像

と

突

き

合

わ

せ

て
質

的

診

断

を

行

う

、

と

い
う

の
が

一
般

的

な
検

査

の
流

れ

と

な

っ
て

い
ま

す

。

（
以

下

、

次

号

へ
続

く

）

曰
曖
暉
謂
珈
鵠
試
鮮
降
階
□

Ｎ

Ｔ

Ｔ
愛

媛

健

康

管

理

所

青

野

祥

司
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厚
生
年
金

へ
の
統
合
に
つ
い
て

去
る
六
月
七
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
共
済
年
金
、
Ｊ
Ｒ

共
済
年
金
及
び
Ｊ
Ｔ
共
済
年
金
の
旧
三
公
社
共

済
年
金
を
、
平
成
九
年
四
月
か
ら
厚
生
年
金

ヘ

統
合
す
る
こ
と
を
骨
子
と
し
た

「
厚
生
年
金
保

険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

（年
金
統

合
法
）
が
、
国
会

の
お
い
て
可
決
、
成
立
し
ま

し
た
。

今
回
の
年
金
情
報
で
は
、
こ
の
年
金
統
合
法

の
概
要
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

○
統
合
法

の
概
要

年
金
統
合
法

の
内
容
は
、
旧
三
公
社
の
共
済

年
金
を
厚
生
年
金
に
統
合
す
る
他
、
健
康
保
険

制
度

の
適
用
を
始
め
、
多
岐
か

つ
細
部
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
既
に
退
職
し
て
い
る
方
、
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
と

っ
て
、
退
職
及
び
遺

族
給
付

の
扱

い
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
説
明

す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

一　

退
職
給
付

年
金
統
合
法
に
お
い
て
は
、
統
合
時
点
で
既

に
年
金
が
裁
定
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
よ
り
、

年
金
支
給

の
扱

い
を
区
分
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。
即
ち
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
を
退
職
し
て
既
に

共
済
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

（統
合
時
既
裁

定
者

（受
給
者
）
）
と
、
退
職
し
て
い
る
が
支

給
開
始
年
齢

に
達
し
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ
り

年
金
が
裁
定
、
支
給
さ
れ
て
い
な
い
方

（統
合

時
未
裁
定
者

（待
期
者
）
）
に
よ
り
扱

い
が
異

な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ア
　
統
合
時
既
裁
定
者

（受
給
者
）

統
合
前

に
既
に
裁
定
さ
れ
受
給
開
始
し
て

）

い
る
共
済
年
金
に

つ
い
て
は
、
統
合
後

に
お

い
て
も
厚
生
年
金
の
要
件

に
よ
る
新
た
な
裁

定
替
え
は
行
わ
ず
、
従
前

に
受
給
し
て
い
た

年
金
額

（定
額
部
分
、
報
酬
比
例
部
分
、
職

域
加
算
部
分
）
の
全
体
が

「
統
合
前

の
国
共

済
法
に
よ
る
年
金
」
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

従

っ
て
、
年
金
額

の
水
準
は
、
統
合
前

の

も

の
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の

「
統
合
前

の
国
共
済
法
に
よ

る
年
金
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
当
分
の

間
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
共
済
組
合
を
引
き
継

い
で
、

新
た
に
設
立
さ
れ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
厚
生
年
金
基
金

が
支
給
事
務
を
代
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

イ
　
統
合
時
未
裁
定
者

（待
期
者
）

統
合
時

に
お
い
て
、
既
に
退
職
し
て
い
る

が
年
金
が
裁
定
、
支
給
さ
れ
て
い
な
い
方
に

つ
い
て
は
、

「
厚
生
年
金
」
と
し
て
裁
定
さ

れ
る
部
分
と
、
年
金
統
合
法
に
よ
る

「
特
例

年
金
」

（厚
生
年
金
の
水
準
を
超
え
る
部
分
）

と
し
て
裁
定
さ
れ
る
部
分
に
分
か
れ
ま
す
。

具
体
的

に
は
、
昭
和
三

一
年
七
月

（公
企

体
共
済
組
合
の
発
足
時
期
）
以
後

の
期
間
に

係
わ
る
定
額
部
分
、
報
酬
比
例
部
分
に

つ
い

て
は
、

「
厚
生
年
金
」
と
し
て
社
会
保
険
庁

か
ら
支
給
さ
れ
、
昭
和
三

一
年
七
月
以
後

の

期
間
に
係
わ
る
職
域
加
算
部
分
及
び
昭
和
三

一
年
六
月
以
前

の
期
間
に
係
わ
る
定
額
部
分
、

報
酬
比
例
部
分
、
職
域
加
算
部
分
に
つ
い
て

は
、
厚
生
年
金
の
給
付
水
準
を
超
え
る
部
分

で
あ
り
、
年
金
統
合
法
に
よ
る

「
特
例
年
金
」

と
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
厚
生
年
金
基
金
か
ら
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従

っ
て
、
こ
れ
ら
の
方
に

つ
い
て
は
、
二

カ
所
か
ら
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
二

つ
の
年
金
を
合
計
し
た
年
金
の

水
準
は
、
統
合
前

の
も
の
と
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

一
一　
遺
族
給
付

万

一
の
場
合
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
給
付
に

つ

い
て
も
、
退
職
給
付
と
同
様

に
、
統
合
時
点
で

既
に
年
金
が
裁
定
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
よ
り

扱

い
が
区
分
さ
れ
ま
す
。

即
ち
、
統
合
時
点
で
既
に
遺
族

（共
済
）
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
と
、
退
職

（共
済
）
年

金
の
受
給
者
等
が
統
合
後
に
亡
く
な
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
遺
族
年
金
を
受
け
る
場
合
と
で
扱

い
が
異
な
り
ま
す
。

ア
　
統
合
時
点
で
遺
族

（共
済
）
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方

統
合
前

に
既
に
裁
定
さ
れ
受
給
開
始
し
て

い
る
遺
族

（共
済
）
年
金
に

つ
い
て
は
、
退

職
給
付
と
同
様

に
、
統
合
後

に
お
い
て
も
厚

生
年
金
の
要
件
に
よ
る
裁
定
替
え
は
行
わ
ず
、

従
前

に
受
給
し
て
い
た
年
金
額

の
全
体
が
、

「
統
合
前

の
国
共
済
法

に
よ
る
年
金
」
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

従

っ
て
、
年
金
額

の
水
準
は
、
統
合
前

の

も
の
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
年
金
に

つ
い
て
も
、
退
職
給

付

の

「
統
合
前

の
国
共
済
法

に
よ
る
年
金
」

と
同
様
、
社
会
保
険
庁
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
当
分
の
間
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

厚
生
年
金
基
金
が
支
給
事
務
を
代
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

イ
　
退
職

（共
済
）
年
金
の
受
給
者
等
が
統

合
後

に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

に
支
給
さ
れ

る
遺
族
年
金

退
職

（共
済
）
年
金
の
受
給
者
又
は
退
職

（共
済
）
年
金
の
待
期
者

の
方
が
万

一
統
合

Ｊ
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ヽ

後
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、　
一‐厚
生
年
金

」

と
し
て
裁
定
さ
れ
る
部
分
と
、
厚
生
年
金
の

水
準
を
超
え
る
部
分
を

「
特
例
年
金
」
と
し

て
裁
定
さ
れ
る
部
分

に
分
か
れ
ま
す
。

具
体
的

に
は
、
昭
和
三

一
年
七
月
以
後
の

期
間
に
係
わ
る
報
酬
比
例
部
分

に
つ
い
て
は
、

一
厚
生
年
金
」
と
し
て
社
会
保
険
庁
か
ら
支

給
さ
れ
、
昭
和
三

一
年
七
月
以
後
の
期
間
に

係
わ
る
職
域
加
算
部
分
及
び
昭
和
三

一
年
六

月
以
前

の
期
間
に
係
わ
る
報
酬
比
例
部
分
、

職
域
加
算
部
分
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
の

給
付
水
準
を
超
え
る
部
分
で
あ
り
、
年
金
統

合
法

に
規
定
す
る
　
特
例
年
金
」
と
し
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
厚
生
年
金
基
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

従

っ
て
、
遺
族
給
付
に
つ
い
て
も
退
職
給

付
と
同
様
、
ニ
カ
所
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

Ｏ
手
続
き

。
問
い
合
わ
せ
先

年
金
関
係

の
手
続
き
、
各
種
届
出

（身
上
報

告
書
、
住
所
変
更
届
等
）
等
は
、
現
在
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
共
済
組
合
に
対
し
て
行

っ
て
い
ま
す
が
、
統

合
後
は
、
年
金
の
支
払
者
毎
に
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

具
体
的

に
は
、
次
の
通
り
と
な
る
予
定
で
す
。

一　

統
合
時
既
裁
定
者

（受
給
者
）
の
年
金
に

つ
い
て
は
、
各
種
手
続
き
先
や
問
い
合
わ
せ

先
は
、
本
来
、
社
会
保
険
庁
に
対
し
て
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
前
述
し
た
と
お
り
、

当
分
の
間
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
共
済
組
合
を
引
き
継

い
で
新
た
に
設
立
さ
れ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
厚
生
年
金

基
金
が
支
給
事
務
を
代
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
各
種
手
続
き
先
や
問
い
合
わ
せ

先

に
つ
い
て
も
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
厚
生
年
金
基
金

（現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
年
金

。
医
療
保
険

セ
ン
タ

事
務

セ
ン
タ

（長
野
市
）
）
と
な
り
ま
す
。

一
一　
統
合
時
未
裁
定
者

（待
期
者
）
の
年
金

（退
職

（共
済
）
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

が
万

一
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

に
支
給
さ
れ
る

遺
族
給
付
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、

「
厚
生

年
金
」
に
関
す
る
も
の
は
社
会
保
険
事
務
所

等
、

「
特
例
年
金
」
に
関
す
る
も
の
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
厚
生
年
金
基
金
に
対
し
て
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

以
上
、
年
金
統
合
法

の
概
要
を
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
共

済
組
合
か
ら
の
資
料

に
よ
り
説
明
し
ま
し
た
。

細
部
に
係
わ
る
扱

い
に
つ
い
て
は
、
別
途
公

布
さ
れ
る
政
令
、
省
令
等
に
規
定
さ
れ
る
部
分

も
あ
り
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
で
な
い
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。
皆
様

に
は
今
後
必
要
に
応
じ

て
適
宜
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

口
腹

除
灯

猾

が

割

引

□

七
月
八
日
、
第

一
五
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

西
木
本
部
長

（理
事
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

同
日
開
催
さ
れ
た
第
七
回
評
議
員
会
に
は
、

穴
吹
義
教
評
議
員

（
日
高
達

一
評
議
員
は
急
病

の
た
め
欠
席
）
も
出
席
し
て
、
平
成
七
年
度
事

業
報
告

（会
組
織
の
強
化
、
会
員
に
よ
る
サ
ー

ク
ル
活
動
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
強
調
関
係
、
会
員
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
表
彰
等
）
、
同

収
支
計
算
書
等
を
承
認
し
、
平
成
八
年
度
事
業

計
画
案

（組
織
体
制
確
立
の
た
め
の
施
策
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
等
の
諸
施
策
に
協
力
し
、
そ
の
推
進
を
図

る
こ
と
等
）
、
同
収
支
予
算
案
を
審
議
し
可
決

し
ま
し
た
。

）
な
お
、
会
議
終
了
後

に
は
、

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
取

り
巻
く
諸
問
題
と
将
来
展
望
」
と
題
し
て
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
代
表
取
締
役
副
社
長
、
井
上
秀

一
氏
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

（講
演
に
使
わ
れ
た
資
料

は
、
各
県
支
部

の
事
務
局

へ
送
付
済
で
す
）

会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
寄
せ
て

自
ら
進
ん
で
地
域
社
会

の
た
め
に
、
退
職
後

の
貴
重
な
時
間
を
割

い
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方

が
い
る
の
に
感
激
し
、
な
か
な
か
出
来
な
い
こ

と
を
実
践
さ
れ
て
い
る
姿

に
感
動
し
ま
す
。

今
年
も
八
月
末

に
、
二
名

の
方
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
賞
候
補
と
し
て
、
本
部

へ
推
薦
し
ま

し
た
。

皆
様

の
お
知
り
合

い
の
中

に
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
、
自
ら
汗
し
て
、

日
々
困
難
を
克
服
し
な
が
ら
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
が
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

電
友
会
で
は
平
成
二
年
か
ら
、
そ
う
し
た
方

に
対
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
意
味
で
、
ま

た
、
益
々
元
気
で
活
躍
さ
れ
る
よ
う
に
と
の
願

い
も
込
め
て
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
」
を

贈

っ
て
表
彰
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
で
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
推
薦

に
、
期
待
を
か
け
て
お
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

事
務
局

へ
の
連
絡
を
お
忘
れ
な
く

ご
近
所
の
方
や
友
人
、
知
人
の
方
に
よ
る
事

務
局

へ
の
連
絡
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

。
会
員
が
ニ
カ
月
以
上
病
床

に
あ
る
場
合
。

。
会
員
又
は
そ
の
配
偶
者
が
死
亡
し
た
場
合
。

（注
）
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
名
簿

の

「
付
録
」
蘭
を
参
照
願
い
ま
す
。
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電 友 会 等第96号

香
川
囲
碁
同
好
会

清
水
　
健
市

（高
松
市
）

当
ク
ラ
ブ
は
、
高
松
ポ
ケ

ッ
ト
ベ
ル
に
お
ら

れ
た
浅
井
幸
英
氏
が
発
起
人
と
な

っ
て
、
昭
和

五
三
年
九
月
、
二
四
名
の
会
員
を
募

っ
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
以
来
、
既
に

一
八
年
が
経
過

し
、
現
在
の
会
員
数
は
五
四
名
で
、
連
日
、
Ｏ

Ｂ
サ

ロ
ン

「
た
ま
も
」
で
腕
を
磨

い
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
ニ
カ
月
に

一
回
、
サ
ロ
ン
で

開
催
す
る
大
会
と
、
年
に

一
回
の
親
睦
を
兼
ね

た
温
泉
囲
碁
大
会

（
一
泊
二
日
）
又
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

プ
ラ
ザ
高
松
で
の
忘
年
囲
碁
大
会
で
す
。

私
は
負
け
る
と
疲
な
の
で
、

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
囲

碁
講
座
」
を
二
年
間
購
読
し
、
星
及
び
小
目
の

定
石
、
地
の
と
り
方
、
寄
せ
の
手
順
等
を
自
分

な
り
に
研
究
し
ま
し
た
が
、　
一
向
に
上
達
せ
ず
、

会
員
中

の
ラ
ン
ク
は
最
下
位
で
す
。

し
か
し
、
下
手
で
も
人
の
対
局
を
観
戦
す
る

と
勉
強

に
な
り
楽
し
い
も
の
で
す
。

「
あ
ん
な

時
は
こ
こ
へ
打

つ
の
か
」

「攻
め
る
時
は
こ
こ

か
ら
攻
め
る
の
か
」

「
急
所
は
あ
そ
こ
か
」
等

々
、
自
分
が
対
局
し
て
い
る
気
分
に
な

っ
て
楽

し
ん
で

い
ま
す
。

現
在
、
私
は
同
好
会

の
会
長
兼
、
事
務
局
担

当
で
す
。
以
前
は
対
局
に
も
出
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
主

に
裏
方
が
専
門
で
、
大
会
月
日
、
案
内

連
絡
、
出
欠
の
取
り
ま
と
め
、
組
み
合
わ
せ
表

の
作
成
、
賞
品
の
選
定
、
購
入
等
の
お
世
話
を

し
て
お
り
ま
す
。

パ
チ
ン
コ
で
負
け
て
カ

ッ
カ
す
る
よ
り
、
ボ

ケ
防
止
を
兼
ね
た
金
の
か
か
ら
な
い
気
楽

に
出

来
る
囲
碁
同
好
会

へ
、
皆
さ
ん
も
入
会
し
ま
せ

）

ん
か
。

（写
真
は
、
平
成
七
年
九
月
の
四
国
大

会
で
の
対
局
風
景
で
す
）

Ｎ
丁
丁

。
Ｏ
Ｂ
軟
式
庭
球
ク
ラ
ブ

玉
木
　
　
昇

（松
山
市
）

去
る
五
月
二
五
日

（土
）
、
新
緑

の
風
薫
る

堀
之
内
で
、
会
員

一
六
名
に
よ
る
恒
例
の
春
季

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

日
頃
の
精
進
の
た
ま
も
の
で
し

ょ
う
か
、
当

日
は
、
絶
好
の
テ
ニ
ス
日
和
に
恵
ま
れ

（
日
中

は
夏
並
み
の
暑
さ
と
な
り
、
わ
れ
わ
れ
超
壮
年

に
と

っ
て
は
些
か
こ
た
え
ま
し
た
が
‥
‥
‥
）
、

好
プ

レ
ー
、
珍
プ

レ
ー
を
交
え
て
の
熱
戦
が
、

ス
タ
ン
ド
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

正
午
過
ぎ
に
無
事

日
程
を
終
了
し
、
お
互
い

の
健
闘
を
讃
え
あ

っ
て
、

コ
ー
ト
を
後

に
し
ま

し
た
。

‐

松山エデンの園 現地見学会のお知 らせ
松山ベテル病院 。道後 ベテルホーム

高齢者世話ホーム松山エデンの園は、終身利用権方式の有料老人ホームです。

老後の過ごし方についてお考えの方は、お気軽にご見学下 さい。

● 日時 :平成 8年  月 8日 金  3: 0～ 16:00        お問い合わせ :申 込先

●定員 :先着20名 様 (参加無料 )

●主催 :社会福祉法人 聖隷福祉事業団
協力 :松 山ベテル病院 。道後ベテルホーム

※必ず事前にお申し込み下 さい。

高齢者世話ホーム 松山エデンの園

(〒790松山市祝谷 6-248)

●エデンの園入居者募集セ ンター

関西事務所  担当 :大西
フリーダイヤル (通話料無料)

0120-j亨 ユ
1｀ キ

｀75
(月 ～金  9:00～ 6:00)
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第96号 四 国 電 友 会

友
佳
里
句
会

（愛
媛
）

岡
　
内

初
蝉
鳴
く
ほ
か
は
昨
日
と
同
じ
景

北

鰯
雲
魚
籠
を
片
手
の
磯
伝
い

後
　
藤

さ
わ
や
か
や
同
行
二
人
影
ひ
と
り

坂
　
口

残
る
蚊

の
雄
の
鈍
重
憫
れ
な
る佐

々
木

水
施
餓
鬼
菩
薩
ホ
ー
ス
を
背
負
わ
さ
る

垂
　
水

大
夕
立

一
寒
村
を
封
じ
た
る

月
　
原

肩
ま
ろ
き
虚
子
の
筆
塚
萩
白
し仲

　
谷

掛
け
曝
す

「
日
々
好
日
」
の
遺
墨
か
な

一
一　
神

露
天
湯
に
を
ん
な
の
居
り
し
月
の
夜

松
　
末

盆
帰
り
孫
の
高
声
先

に
飛
び

穴
　
吹

カ

ン
ナ
炎
ゆ
わ
が
青
春
は
悔
多
し

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
、
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

盛
重
喜
作
様

松
浦

千
枝

子
様

吉
益
　
格
様

森
実
　

一
様

濱
口
徳
幸
様

月
海
恵
太
郎
様

岩
崎
稀
次
様

大

西
賢

一
郎
様

土
居
俊

一
様

篠
原
　
斉
様

鎌
田
義
植
様

氏

名

８

・

８

・

２８

８

・

８

・

１７

８

・

一
イ

ｏ

２３

８

・

７

●

２０

８

●

７

・

２ ０

８

ｏ

７

・

１４

８

ｏ

７

・

１０

死
亡
年
月
日

享
年

今
　
　
治

″

徳

　

島

伊
予
三
島

松
　
　
山

ノ`

幡

浜

琴
　
　
平

安
　
　
芸

″

松
　
　
山

坂
　
　
出

地
　
区

▼
テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部
で
は
、
次
の
番
号
に

よ
り
、
訃
報
等
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

〇

一
二
〇
―
四
七
―
二
九
四

一

▼
訃
報

（配
偶
者
を
含
む
）
の
事
務
局

へ
の
連

絡
に

つ
き
ま
し
て
、　
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

物
故
者
叙
位
叙
勲

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

正
七
位
勲
六
等
旭
日
章

勲
六
等
瑞
宝
章

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

従
六
位
勲
六
等
瑞
宝
章

秋
　
　
桜
　
　
　
八
東
　
幸
信

（松
山
市
）

ど

こ
ま
で
も
深
く
、
青
く
澄
ん
だ
空
に
、
鱗

雲
が
流
れ
る
。
川
原
の
上
手
に
、　
一‐秋
桜
」
が

咲
き
誇
る
。

そ
の
可
憐
な
花

の
た
た
ず
ま

い
に
、
そ
ぞ
ろ

郷
愁
を
覚
え
、
確
実
に
移
り
ゆ
く
季
節

の
流
れ

を
感
じ
る
．

▼
表
紙
は
写
真
に
変
え
ま
し
た
．
皆
様

の
作
品

を
掲
載
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

▼
会
員
名
簿

の

「
付
録
」
欄

に
は

「
是
非
知

っ

て
お
き
た
い
こ
と
」

（事
務
局
か
ら
の
お
知
ら

せ
）
が
あ
り
ま
す
。
ご

一
読
下
さ
い
。

一　

近
況
短
信

（
二
百
字
程
度
）

一
一　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

〓
一　
サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況
等

（写
真
可
）

／
切
は
二
月
末

日
で
す
。
会
員
多
数
か
ら
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

四
国
電
友
会
会
報
　
第
九
六
号

平
成
八
年

一
〇
月

一
日

編
集
発
行
　
一嘔
友
会
四
国
地
方
本
部

松
山
市

一
番
町
四
ノ
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社
内

電
話
Ｆ
発
売
云
―
二
〇
二
三

印
　
　
刷
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
電
話
帳
株
式
会
社

博

折
［　
舟

波
　
久

好
　
史

た
け
し

秀
　
夫

葉
　
子

あ
き
ら

〓
一　
郎

子
　
暁

義
　
教

◇

「
俳
句
」
欄
で
お
馴
染
み
の

「
や
ま
も
も
句

会
」

（会
長

・
大
西
正
澄
氏
）
で
は
、
句
会
報

二
百
号
発
行
を
記
念
し
て
、
合
同
句
集

「
や
ま

も
も
」
を
刊
行
し
、
お
祝
会
を
さ
れ
た
と
お
便

り
を
頂
き
ま
し
た
。

泉
　
　
一局
義
様

中
屋
　
　
廣
様

横
田
　
時
定
様

土
居
　
俊

一
様

岩
崎
　
稀
次
様

濱

口
　
徳
幸
様
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(ISDNユーザサポー村

NTTでは、マ

'レ

チメ7~4アをもつと便利に、

簡単にご利用いただくために、

lSDNをご利用のお客さまと

iSDNやVJレチメ7~rアに関心をお持ちのお客さまに

7Jbチメ贅 アの最新情報をご提供するューザサポート
｀
まるちねつとあい″

を開始しま魂

皆さまのお申し込みをお待ちに おりま魂
お申し込みFAX番号函 O120‐ 644069
(ご利用の費用は無料です)

くアメ

CliSDNを使つたマルチメディアの利   21sDNオ ンラインサポーけ ―ビス
用方法につして、最新情報をバンフ    をこ利用いただくと、パソコンネット

お申し込みいただくと、このようなサービスをご利用いただけま魂

CISDNやマルチメディアについての
お客さまからのご質問やご要望を
電子メールで受け付けて、お答えし
ま魂

Xパソコンからフリーダイヤルでアクセスできま九
お申し込みいただいた方には、アクセス用通信ソフトと専用lDコードをお届けします。

(①のサービスは、!SDNをすでにご利用、またはご契約のお客さまのみを対象と

ヽ
１
■
／

／

１

１

ヽ

ま`るちねつとあい″

(lSEINユーザサポート)

サービス提供上のお約束

第 1条 (｀まるちねつとあい
″
にお申し込みいただける方 )

｀
まるちねつとあい

″にお申し込みできるのは、

日本国内に居 l■ の方に限らせていただきます

第2条  (お 申し込み用紙記載事項の変更)

お客さまのこ住 所 こ氏 名、 こ連 絡 先 等に

変更が生じた場 合 は、 ぉ早めに

面 0120 64 1069に ｀
まるちねつとあい

″

お申し込み用紙を用いてFAXて こ連 I13く ださい.

第3条 (サ ービス提供のとりやめ)

| お客さまか本 サーヒスの提供 のとりやめをこ

希望の場合は、すみやかにその旨を

面 0120‐ 641069に ｀
まるちねつとあい

″

お申し込 み用紙を用いてFA Xで ご連絡くださぃ.

2 お客さまか 以下の項 目のいすれかに該当した

場合、弊社は、お申し込みのお客さまに対するこ

通知、こ催促なしにそのお客さまへのサーヒス提

供をとりやめさせていたたきます

]住 所変更等のお届けがない等、お客さまの

贅に帰すべきI里 由によって、お客さまの居所が不

明となった場合 または弊社からお客きまへのこ通

'1こ
連絡が客観的に不能であると判断 した場合 .

2 その他、サービス提供に対して、不適切な事

情があると弊社か認めた場合.

第4条 0まるちねつとあい
″
サービス提供条件の変更 )

｀
まるちねつとあい

″でこ提供する各種のサー

ビスについては、 弊社都合により、 サービス提

供またはサービスの内容をお客さまへの事前の予

告なしに変更することがこざいます

埼～奎

苺誘9時～年後》時

レットやCD―ROMに満載してお    形式でマルチメデイアについての最
届けし寺■              新情報をご覧いただけま魂

させていただきま丸 )

'驚機黎轟警轟轟むザ|=つしヽての 薇ク菫ン オ ヤ ク ニ
お懸私ゝ翁毅誉彎鐘鸞号 繭 Ol盆 0‐ 64薇 0892

'ヽベ

,1爵
:

新情報をご覧いただけま魂

④そのほか‖SDNやマルチメディア
の利用に関するきまざまな企画を
実施しま魂 ____

(中
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